
〇
職
員
辟
令

學
校
近
事

蒔

箱

書

棚

置

物

飾

棚

花

盛

器

釣

燈

籠

御
文
付
釣
燈
籠

品

目

号

年

月

日
10〕

巻

〔二
八
ー
八

。

S
•

五
・

三
・

助

教

授

海

野

清

講

師

香

取

秀

治

郎

同

津

田

信

夫

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
記
事
抜
粋

教

授

六
角
注
多
＿艮

壼
到

壺
到

同

同

同

同

四
箇

同

同

日
間
助
数
授
二
人
之
ヲ
引
率
シ
京
都
大
阪
、
奈
良
、
三
重
ノ
ニ
府
二
縣
二
出

張
シ
テ
視
察
研
究
ヲ
為
サ
シ
メ
タ
リ

本
校
二
於
テ
ハ
生
徒
皆
通
學
ナ
ル
ヲ
以
テ
寄
宿
舎
二
関
シ
テ
申
報
ス
ベ
キ
事

項
ナ
シ

奨
来
施
設
上
重
要
卜
認
ム
ル
件

大
正
十
年
度
以
降
報
告
と
一

女
子
部
新
設
ノ
件
戸ほ
ぽ
同
文
に
つ
き
省
略
。

昭
和
四
年
度
報
告
と
一

園
聾
師
範
科
数
室
新
設
ノ
件
口同
文
に
つ
き
省
略
。

大
講
堂
新
設
ノ
件
〔
同
右
。
〕

、
大
正
十
二
年
度
報
告
と
ほ
一

本
校
付
属
奈
良
研
究
所
設
置
ノ
件
戸
同
文
に
つ
き
省
略
。

雑
件生

徒
宜
験
ノ
資
二
供
ス
ル
タ
メ
諸
所
ョ
リ
依
嘱
ヲ
受
ケ
製
作
二
従
事
シ
タ
ル

モ
ノ
ノ
中
重
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
艇
グ
レ
バ
左
ノ
如
シ

依
嘱
製
作
一
覧

数

最

受

託

年

度

壺
箇
昭
和
四
年
度

壺
箇

昭
和
五
年
度

同
竣
工
年
度

昭
和
五
年
度

宮華

族

會

館

農

林

省

宮
内
省

用

度

課

長

宮
内
省
内
蔵
寮

依

内嘱

者
省

同 昭
和
五
年
一
月
十
三
日

片
岡
照
三
郎

本
校
漆
工
科
二
課
ス
ル
彫
鍍
宜
習
ヲ
一
學
期
間
（
昭
和
五
年
一
月
ョ
リ
同
年

三
月
マ
デ
）

臨
時
啜
託
ス
（
本
校
）

學
術
研
究
ノ
為
愛
知
縣
下

へ
出
張
ヲ
命
ス

年
二
月
一
日

叙
従
七
位
（
宮
内
省
）

年
同
月
三
日

森
田
組
之
助

同 同
學
術
宜
地
指
導
ノ
為
神
奈
川
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
二
十
九
日

同 同

年
同
月
二
十
三
日

依
願
解
雇

年
同
月
二
十
八
日

同
駄
米
各
國
へ
出
張
ヲ
命
ス
（
文
部
省
）

年
同
月
十
八
日

學

校

長

正

木

直

彦

数

授

但
往
復
共
一
週
間
ノ
事

教

授

六
角
注
多
＿艮

松
田

山
崎
覺
太
郎

但
往
復
共
一
日
間
ノ
事

同 助
敦
授

雇

櫂
六

梱
本
編
次
郎

赦

授

松

岡

輝

夫
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同
る
尚
同
氏
の
歌
洲
滞
在
は
約
一
年
問
な
り
。

授
の
乗
ら
る
4
榛
名
丸
な
れ
ば
相
互
に
同
船
の
便
宜
あ
る
べ
き
こ
と
4
思
は

同
昭
和
四
年
度
物
品
出
納
椋
査
官
吏
ヲ
命
ス

帝
室
博
物
館
）
講
師

（
學
藝
委
員

利
諸
國
に
し
て
其
の
各
都
市
の
美
術
館
又
は
博
物
館
に
就
て
牧
蔵
の
東
洋
古

名
聾
を
渉
撒
し
て
妍
究
し
且
今
春
伊
太
利
羅
馬
に
開
催
さ
る
4

日
本
盪
展
覧

會
の
状
況
を
視
察
さ
る
A

筈
な
り

朝
さ
る
4

豫
定
な
り
。

0
今
〔
和
次
郎
〕
講
師

早
稲
田
大
學
よ
り
在
外
研
究
を
命
ぜ
ら
れ
二
月
廿
三

日
東
京
を
稜
し
三
月
一
日
下
開
よ
り
乗
船
さ
る
4

筈
に
て
船
は
前
記
松
岡
敦

蹄
途
北
米
に
立
寄
り
八
月
末
迄
に
は
蹄

叙
正
七
位
（
宮
内
省
）

同

年
同
月
三
十
一
日

學
術
研
究
ノ
為
富
山
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
二
十
二
日

同

（
文
部
省
）

年
同
月
二
十
日

工
藝
審
査
委
員
會
委
員
被
仰
付
（
内
閣
）

年
同
月
十
日

臨
時
雇
ヲ
命
ス
但
文
庫
掛
勤
務

年
同
月
十
二
日

被
動
五
等
授
瑞
賓
章

叙
動
六
等
授
瑞
宵
章
（
賞
動
局
）

年
同
月
十
五
日

絞
正
四
位
（
宮
内
省
）

年
同
月
十
八
日

依
願
日
本
霊
科
理
事
ヲ
免
ス

日
本
霊
科
理
事
ヲ
命
ス

0
松
岡
〔
輝
夫
〕
教
授
欧
米
各
國
に
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
松
岡
教
授
は
二

月
二
十
五
日
（
午
前
十
時
）
東
京
騨
出
焚
二
十
七
日
神
戸
出
帆
の
榛
名
丸
に

搭
乗
渡
欧
せ
ら
る
巡
歴
地
は
伊
太
利
、
佛
蘭
西
、
獨
逸
、
西
班
牙
、
英
吉

帝
図
美
術
院
美
術
展
覧
會
事
務
嘘
託
ヲ
解
ク

同
赦
員
椋
定
委
員
會
臨
時
委
員
被
免
（
内
閣
）

年
同
月
十
八
日

教

授
助
牧
授

小
泉

松
岡

輝
夫

勝
爾

同 同 同

同
學
術
研
究
ノ
為
富
山
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
十
日

数

授

伯

爵

平

田

榮

同

教

授

小

林

萬

吾

赦

授

清

水

組

蔵

欧
洲
各
闊
へ
出
張
ヲ
命
ス
（
文
部
省
）

年
三
月
六
日

兼
田

稔

〇
職
員
辟
令

昭
和
五
年
二
月
廿
八
日

第
二
郡
員
ヲ
命
ス
（
商
工
省
）

書

記

古

田

坂

松

香
取
秀
治
郎

但
往
復
共
四
日
間
ノ
事

数

授
記
谷
本
千
代
雄

＿帝
國
美
術
院
書
記
ヲ
命
ス

書 教

授

島

田

佳

突

助

手

内

藤

春

治

但
往
復
共
一
週
間
ノ
事

数

授

學
校
近
事
〔
二
九
ー
一
。
S
•

五
•

四
・

ニ
五
〕

六
角
注
多
艮

岡
田
三
郎
助
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命
ス

数
員
検
定
委
員
會
臨
時
委
員
被
仰
付
（
内
閣
）

年
同
月
七
日

本
校
講
師
ヲ
闊
託
ス

同 同 同

但
風
俗
史
授
業
換
任
ノ
事

鎌
倉
芳
太
郎

美
術
史
研
究
室
勤
務
ヲ

講

師

岡

田

起

作

建

築 科
日
本

甕
科
…
…
…
一
七
•
•
…
…•
O…
…
…

0
:
…
•
一
七

西
洋
盟
科

…
…
•
•
•
四0
…
…

·
:

0
…
…
…
六
…
…
四
六

塑
造
郡
：

l

二
：
…
…
八
：
・
…
・:
0
:．．．． 
二
0

彫
刻
科

一
木
彫
部
：
…
四：：
．．
．．
 

二
…・
・:．． 
0
…
…
…
六

科
…
…
…
…
七
…
・:・:0
…
…
…
0
…
…
…
七

名

本
科

助

数

授

松

田

義

之

教

授

鈴

川

信

本
校
生
徒
修
學
旅
行
二
付
奈
艮
縣
和
歌
山
縣
京
都
府
へ
出
張
ヲ
命
ス

復
共
十
七
日
間

ノ
事

年
同
月
五
日

但
往

同 雇 助 講

師

齋

藤

幸

晴

手

羽

野

禎

三

宮
坂
福
太
郎

古
宇
田
正
雄

六
角
注
多
一
艮

鈴
川
信
一

田

邊

孝

次

小
泉

勝

爾

學
術
宜
地
指
尊
ノ
為
奈
艮
縣
和
歌
山
縣
京
都
府
へ
出
張
ヲ
命
ス
但
往
復
共

十
七
日
間

ノ
事

同 数

授

生
徒
主
事
兼
教
授

助
数
授 記

芹

澤

閑

本
校
主
任
牧
入
官
吏
書
記
筒
崎
謙
齋
取
扱
二
係
ル
帳
簿
金
櫃
ノ
検
査
ヲ
命
ス

年
四
月
四
日

書

卒
業
生
科
別
人
員

0
山
崎
〔
覚
太
郎
〕
助
教
授

番
地
へ
轄
居

0
三
浦
〔
直
政
〕
助
教
授

0
谷
本
〔
千
代
雄
〕

書
記

韓
居

選
科

特
別
學
生

計

三
月
中
神
田
園
猿
楽
町
三
丁
目
四
番
地
へ
轄
居

三
月
中
荏
原
郡
目
黒
町
中
目
黒
一
四
九
一
ー
一
番
地
へ

第
三
十
九
回
卒
業
證
書
授
典
式

三
月
二
十
三
日
午
前
十
時
よ
り
本
校
大
講
堂
に
於
て
第
三
十
九
回
卒
業
證
書

授
興
式
を
學
行
す
。
第
一
琥
鐘
に
て
新
卒
業
生
入
場
著
席
、
第
二
琥
鐘
に
て
職

員
及
び
参
列
菩
卒
業
生
著
席
、
第
三
琥
鐘
に
て
来
賓
著
席
、
學
校
長
の
式
辟
に

始
ま
り
、
新
卒
業
生
に
卒
業
證
書
並
に
卒
業
成
績
優
秀
者
に
賞
典
を
授
興
し
、

學
校
長
の
告
辟
あ
り
、
尋
で
文
郡
大
臣
の
訓
辟
あ
り
。

〔
文
部
大
臣
田
中
隆
三
祝
辞
お
よ
び
卒
業
生
総
代
詫
摩
日
出
男
答
辞
省
略
〕

来
賓
、
職
員
、
藉
卒
業
生
、
新
卒
業
生
順
次
に
退
場
し
、
職
員
及
び
新
卒
業

生
は
玄
開
前
に
て
記
念
撮
影
を
為
す
。

卒
業
成
績
優
秀
に
付
き
賞
興
者
左
の
如
し
。
〔
省
略
。
巻
末
表
参
照
〕

二
月
中
北
豊
島
郡
日
暮
里
町
日
暮
里
一

〇
九
七
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言
問
橋
の
夕
暮

蓄

薇

同

網

野

亮

俊

（

東

同

荒

尾

昌
朔
（
石

京 川
、 ノ ツ

裸

婦

同

同

黒

田

清
文
（
鹿
兒
島
）

女

同

同

浦

北

勝
二
（
三

重）

日
本
橋

同

有

賀

威

（

東

京

）

妹
の
像像

坐

同

同

打

下

武

臣

（

廣

島

）

夏
の
海
邊

同

安

住

長

朋

（

東

京）

同

同

甲
三
（
新

潟）

花
と
空
と
女

同

藤
生
宗
三
郎
（
群

馬）

s夫
人

同

同

武
川

武
藤

次
辰
（
東
京
）

慎
鶴
秋
色

同

深

尾

廣

道

（

群

馬

）

紅
い
服

同

同

長

原

坦
（
岐
阜
）

踊風
景
三
題
（
風
、
雪
、
雨
）

長
崎
港

同

五
十
嵐
悌
治
（
山

飯
島
正
義
（
茨

小

原

尋

（

岡

横
田
一
艮
雄
（
宮

高
野
喜
一
郎
（
栃

山

口

逹

（

揺

安
川
日
露
四
（
佐

福
田
福
治
（
長

賀）崎）

若

者

同

同

中

村

茂

雄

（

大

阪

）

同

裸
婦
坐
像

同

同

中

尾

逹

（

宮

崎

）

同

秋
日
村
童
岡

晩

秋

鳶
も
み
ぢ

露
棗
の
女

閑

庭

同

形）城）山）城）木）岡）

榜
働
者
像

裸

婦

若
い
男

婦
人
像

同

同

カ
（
東

同

同

同

同

同

同

同

同

同

鏡
と
鏡
奮

婦
人
坐
像

少

憩

裸

緑
老

人

裸

婦
新
時
代
の
女
性

L
a
 R
e
v
u
e
 

同

同

本
科

同

同

卒
業
生
姓
名
及
卒
業
製
作
目
録
（
席
次
イ
ロ
ハ
順
）

日
本
齋
科

同

同
同

同

同

同

科
…
…
・
・
・
三
…
……
O・・
……
.
O
…
…
―二

｛
彫
金
部
…
：
四
…
•
•
…

•
O
•
…
…

•
•
O
•
…
…
：
四

金
工
科

鍛
金
部
：
・
・
・
・
一
…
…
•
•
•
三

…
…
…

0
:
·…
…
四

錨
造
科
…
…
…
…
五
•

…
…

•
•O
…
…
·
:

0
•
…
…
·
·
五

漆
工
科
…
…
…
…
四

…
…
…

一
…
…
·
:
0:
•
•…
…

五

圏
霊
師
範
科
…
…
…
ニ
ニ
…
…
・:
0
……
・:0
…
…
ニ
ニ

合
計
…
…
―
二
八
…
…
一
四
：
・
…
…
六
：
・
-
四
八

同

同

岩
崎
勝
平
（
埼
玉
）

岩
清
水
義
見
（
和
歌
山
）

井

上

修

（

廣

新
居
武
男
（
徳

帆
足
保
之
助
（
大

豊

島

猛

（

長

岡
田
秀
雄
（
東

小
野
佐
世
男
（
東

小
黒
武
雄
（
新

小
見
辰
男
（
群

和
田
正
夫
（
香

渡
邊

島）島）分）崎）京）京）渇）馬）II
)
 

,＇‘
、

京）

同

同

同

末

永

同

圏

案

西
洋
聾
科

冬
の
日

志
摩
の
濱
島

夏
の
花

自

甕

像

本

科
同

宮
澤

南
谷

勝
（
千
葉
）

春
雄
（
岐
阜
）

光
司
（
福
岡
）
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R
君
の
像

同

同

黄

述

詐

（

朝

鮮

）

首

同

山

田

裸

婦

同

同

宋

乗

敦

（

朝

鮮

）

レ
リ
ー
フ

同

裸

婦

同

同學特同
生別

李

海

善
（
朝
鮮
）

同

中
川

野
村

為
延
（
廣
島
）

公
雄
（
福
井
）

節
夫
（
廣
島
）

朱

衣

同

進
来

陳

植

棋
（
登
潤
）

裸

女

同

哲
（
大
分
）

榜
働
者

同

同

須

山

計

（
長
野
）

コ
ス
チ
ュ
ム

小
松

佐
々
木

木
村
郁
太
郎
（
和
歌
山
）

木
下
克
巳
（
和
歌
山
）

三
井
滋
雄
（
東

白

澤

禎

（

栃

清
水
啓
三
（
愛

譲
吉
（
愛

男ー四一馬
立 ‘‘‘
像追胸幻

考像影

三
、
自
像

三
、
胸
像

ー五四三ニー、、、、、、

浴同同同技陽
光

雰ーか
‘ 部ふ

春其其其其
竪四三ニー

同

成

島

勇

太

（

東

京

）

田
舎
娠

同

同

周

媛）

選
科

池
野

和

（新

錢裸

湯

同

同

木）知）

二
、
首

同

婦

同

同

二
、
彼

同

鈴
木

須
藤

同

同

京）

同

井

無

題
妹
の
像

同

同

自

同

坂
田

同

同

同

人

妹

労
働
者物

同

同

徳
（
廣

島）

自三一伸、、

像像胸佛
像心

二
、
池
野
君
の
首

四
、
首

同

同

同

知）

同

京）賀）

壺
と
女

裸
の
娠

兄

同

同

上
月

勇
一

隆
成
（
揺

信
治
（
埼

四
郎
（
東

淳
一
（
静

順
（
大

盆
喜
（
高

阪）

一
、
ワ
ル
ツ
の
始
め
二
、
妹
尾
氏
の
首

――一
、
自

刻

像

四

、
支
那
服
の
少
女

五
、
少
女
像

一
、
心

二
、
首

同

浩
（
滋

安
田
周
三
郎
（
東

古
賀
忠
雄
（
佐

河
内
山
賢
祐
（
山
口
）

芳
信
（
石

川）

高
義
（
東
京
）

逹
（
北
海
道
）

徳
久
（
島
根
）洞）

中
島

賀）

同

同

柳
生

松
尾

松
岡

松
平

松
島

岡）

同

同

同

京）

〔蔵
〕

吉
開
伊
喜
臓
（
福
岡
）

弟

同

同

二
、
首

同

女婦婦

拳

闘

イ

ス

ケ

ヨ

リ

ヒ

メ

伊
須
氣
余
理
比
賣

N
君
の
像

同

同

岡）玉）

同

生
島
軍
治
（
兵
庫
）

濱
田
辰
雄
（
愛
媛
）

同

同

（長

崎）

本

科

五

辻

勉

（

京

都

）

同

同

栗
林
東
一
郎
（
秋

矢
橋
六
郎
（
岐

薫
（
群

坤
象
（
東

山
崎

京）

裸

同

同

山
口

馬）

彫
刻
科

塑
造
部

一
、
淵

二

、
群
像
の
一
部

三
、
小
品

姉一、

立
像

臥 4 少

同

同

阜）

友
人
の
家

裸

婦

同

同

同

同

田）

同

同

許

逹

（

支

那

）

熊

汝

梅

（

支

那

）
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立
證
式
抹
茶
各
種
器
具
圏
案

遊
覚
飛
行
船
内
部
装
飾
岡
案

（
食
堂
、
寝
室
、
娯
楽
室
）

化
粧
鏡
及
用
器
各
種
圏
案

商
船
學
校

新
聞
社

辮
天
堂

病

院

S
p
o
r
t
s
 C
l
u
b
 

同

岡
田
喜
三
郎
（
東

京）

同

京）

同

戸

田

芳

鐵

（

岐

阜

）

橋
柱
の
照
明
装
置

同

11
)
 

J
 

同

西

田

敦
（
石

川 阪
ヽヽ

花

盛

本
科

11
)
 

）
 

錨
造
科

壺
（
魚
）

花
盛
器

同 同

馬）京）

同 同 同

小
川

洋
吉
（
兵

内
藤
―
―一
雄
（
東

山
本

勝

巳

（

石

海
老
原
一
郎
（
東

鈴
鹿

廣
瀬

小
幡

正
穂
（
東

初
夫
（
大

哭
（
東

圏
案
科

A
B
寝
る
の
み
の
寝
室
、
C
D
居
間
を
兼
ね
た
寝
室
、）

(E
査
は
サ
ソ
ル
ー
ム
と
休
憩
所
に
充
つ
る
寝
室

五
種
の
寝
室
圏
案

本

科

橋

本

貫

一

（

大

阪）京）

水

指

選
科

健
一
―
-
（
愛

秋
田
頼
一
郎
（
群

湯
川

豊
（
東

大
谷

媛）

皿

本

科

中

島

正

雄

（

群

馬

）

京）

鍛
金
郡

同

同

古

橋

茂

（

愛

知

）

同

京）11
)
 

'~ 
京）

書
齋
装
飾
圏
案

金
工
科

彫
金
部

花
瓶
（
第
三
）

置
物
（
犬
）

花

瓶
八
角
花
瓶

同

鴨

政

雄

（

香

山
脇

洋

二

（

東

松
井
憲
太
郎
（
静

岡）

建
築
科

A
l
p
i
n
e
 C
l
u
b
 

R
e
s
t
a
u
r
a
n
t
 

同

同

本
科

庫）

本
科

京川
ヽヽ

壺
を
持
つ
女

辻
説
法

裸

婦

同 選
科

京）城）渇
）

同

尾
藤

須
貝

昇
（
青

森）

同

知
明
（
東
京
）

蛙

同

知）

わ
ら
ぐ
つ

同

山）

靖一
、
虚
心
像

二、

自
像

三
、
本
坊
氏
像木

彫
部

二
、
裸
婦
立
像

一
、
佛
像

本
科

川
崎

榮

一

朽
木
牧
吉
（
富

松
本

重
美
（
高

鈴
木
三
郎
助
（
東

飯
塚
悌
三
（
宮

長
谷
川

宏
（
新 （宮

城）

同 同

下
谷

貞

一

（

東

廣
井
吉
之
助

（新

〔助
〕

岸
崎
猪
之
勒
（
京

潟）都）

立
て
る
女

同

京）

電
燈
器
具
各
種
園
案

絨
蛙
、
卓
子
掛
ク
ッ
シ
ョ
ソ
圏
案

染
織
刺
繍
應
用
衝
立
岡
案

装
飾
文
様
闘
案
十
種

小
住
宅
内
部
装
飾
岡
案

（
書
齋
、
食
堂
、
子
供
室
）

染
織
應
用
装
飾
岡
案

同

舞
窒
装
置
及
衣
裳
圏
案

(
[
/
[
5
叶
が
ベ
ル
）同

照
明
の
あ
る
時
計
益

駿
吉
（
石

濱
本
助
千
代
（
香

高
木
勝
四
郎
（
香

詫
摩
日
出
男
（
東

里
見

11
)
 

）
 

同

小
西

秀
元
（
石

11
)
 

,＇’' 

同 同

11
)
 

）
 

11
)
 

,_＇
‘
 

寛
治
（
富

山
）

松
野
憲
之
助
（
神
奈
川
）

玉
生

同 同

織
田

河
畑

七
郎
（
香

光
三
（
石
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同 同 同 同 習

作
（
西
洋
聾
）

手

箱

（
西
洋
齋
）

（
西
洋
甕
）

（
西
洋
霊
）

（
西
洋
聾
）

未

定

富
田

民

治

（

富

山）

沖
縄
縣
立
第
三
中
學
校

陳

承

灌
（
蛋

潤）

日
置
加
賀
夫
（
石

川）

同 同

未

定

未

定

浦

次

郎

（

東

京

）

金

道

卿

（

朝

鮮

）

小
開
利
雄
（
秋
田
）

朝
鮮
咸
興
公
立
高
等
女
學
校

同

（
西
洋
證）

（
西
洋
蜜
）

（
西
洋
聾
）

神
奈
川
縣
立
川
崎
中
學
校

出

水

勝

利

（
宮
崎
）

藤
原
徳
太
郎
（
北
海
道
）

宮
崎
縣
立
妖
肥
中
學
校

同

池
之
上
秀
志
（
鹿
兒
島
）

正
義
（
青

森）

閾
甕
師
範
科

綸
霊
成
績
品
並
配
営
先
次
の
如
し

ク
ル
ベ
ー
筆
摸
寓
（
西
洋
霊
）
東
京
府
立
第
六
高
等
女
學
校

岩
瀬
富
士
雄
（
新

ボ
ッ
チ
ヱ
リ
筆
摸
窯

（
西
洋
霊）

鹿
兒
島
縣
立
指
宿
中
學
校

伊
藤
武
夫
（
大

三
重
縣
立
富
田
中
學
校

習

分）

城）

憩

潟）

同

高
橋
五
郎
（
群

大
阪
市
立
西
華
高
等
女
學
校克

己
（
福

高
田

岡） 馬）

同

堀

修

（

廣

島

）

海
老
塚
四
郎
（
神
奈
川）

川

村

掠

（

東

京

）

安
倍
郁
二
（
岩

長
谷
川
章
吾
（
新

月
の
間
（
日
本
聾
）

作
（
西
洋
聾
）

（
西
洋
聾
）

（
西
洋
叢
）

（
西
洋
盪
）

（
西
洋
盟
）

ひ
（
日
本
甕）

作
（
西
洋
聾
）

（
西
洋
聾
）

石
川
縣
女
子
師
範
學
校

根
本
義
康
（
茨

〔兵
〕

庫
縣
立
加
古
川
中
學
校

工
藤

岩
手
縣
師
範
學
校

未

定

選
科

大
家

成
哉
（
高

知）

飾

筐

果
物
鉢

煙
草
棚

衝

立

同

手）潟）

同

未

定

同 同

同

秋
田
縣
立
能
代
中
學
校

吉
川

育
次
（
埼
玉
）

本
科

漆
工
科

談
話
室
用
の
喫
姻
具

瓦
斯
ス
ト
ー
ヴ

片
岡

司 同

小
泉

森

清
一

新
二
（
石 〔岩〕

（
岸
手
）11) 

)
 

習

幅
島
縣
立
喜
多
方
高
等
女
學
校

川

口

只

夫
（
岩

朝
鮮
平
撰
公
立
高
等
女
學
校龍

也
（
熊

本） 手）
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佐

藤

武

雄

北

島

逹

夫

二

輪

孝

房
野

荒
川
俊
一
郎

三
好

正
直

松

川

頑

小
池
岩
太
郎

小

林

逹

雄

浅

田

＂ 
二＿艮

布

施

浩

河

野

通

暢

洗

春

海

中

川

清

乗

松

巌

山

本

克

己

矢

守

＝
 
郎

具
嶋

二

男

松

平

康

南

盆

山

英

吉

徳
夫

涌

波

逹

雄

柏

崎

榮

助

田

中

雄

坪

内

敏

雄

辻

艮

雄

網

島

廉

上

原

之

節

熊

野

義

夫

圏
案
科
（
イ
ロ
ハ
順
）

高

島

恒

茂

高

山

世

搬

副

島

秀

生

坪

内

正

疋
田
玄
二
郎

洲

之

内

徹

鈴

木

重

雄

奥

正

敏

吉
田

富
美

田

尻

重

太

高

橋

道

雄

山

田

鈎

也

福
田

一艮

福

島

裸

光

相

原

武

小

川

原

脩

岡

村

義

郎

大

川

武

司

小

倉

猛

熊

建
築
科
（
イ
ロ
ハ
順
）

井

上

阜

雄

土
肥
原
三
千
喜

井

上

自

助

井

手

千

葉

衛

大

畑

宜
宣
通

細

田

浩

大
貝
禰
太
郎

篠
田

弘

鈴

木

仁

亮

加

藤

泰

加
藤

誠

爾

笠

松

房

七

田
村

倉
島
千

曲

馬

山

口

光

輝

小

寺

證

三

榊

原

者

一

郎

三

浦

善

作

平

井

徳

男

西
洋
聾
科
（
イ
ロ
ハ
順
）

克
己

渡
邊
小
五
郎

三
澤
伊
那
雄

木

村

博

清

野

覺

二

丸
山

南
部
正
一

蒔
田
英
一

水

谷

隆

岡
田

新
入
學
生
姓
名

日
本
霊
科
（
イ
ロ
ハ
順
）

貫

一

西

村

四

郎

昇

河

部

基

竹

内

喜 貞
夫

川
崎

中
井

秀
雄雅

芳
郎

福
太

小
川

壽
一

加

島

一

郎

義
廣

前

田

保

萩
尾

堀

斌門

央
（
千

夕

暉
（
西
洋
聾
）

水
野
一
好
（
愛

茨
城
縣
立
水
戸
商
業
學
校

宮
崎

同 同

（
西
洋
聾
）

（
西
洋
驚
）

未

定
開
東
罷
旅
順
第
一
中
學
校

溝
田

葉） 知）

豊
（
長
崎
）

岩
佐

鈴
木

西
洋
壷
科
特
別
學
生

乃

幹

林

榮

俊

諜

彫
刻
科
塑
造
部
（
イ
ロ
ハ
順
）

常

雄

大

嶽

茂

樹

大

屋

山

本

四

郎

藤

井

正

行

木

場

三

枝

惣

太

郎

里

見

親

弘

北

地

彫
刻
選
科
塑
造
郡
（
イ
ロ
ハ
順
）

石

原

昂

渡

邊

徹

植

松

阿
部
喜
一
一
一
郎

彫
刻
科
塑
造
部
特
別
學
生

學

成彫
刻
科
木
彫
部
（
イ
ロ
ハ
順
）

逹

蔵

堀

野

秀

雄

大

眉

金 西

義
昌

春
彦

莞
爾

黒
川

有
井

木
元

林 三
井

白
尾

正
登

三
男

南

政
善炭

顕

泰

勲

鐘

恵

若

宮

崎

應

白

井

重

義
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日 科

本
年
度
入
學
志
願
者
合
格
者
各
科
別
人
員
調
表

募

集

志

願

者

受

瞼

者

合

格

者

人

員

人

員

人

員

人

員

二

0

―

1
0

1
0
0

ニ―
――

別

合
格
者
封

受
瞼
者
率

四

・
―――五

同 日
本
甕
科

年年

本
年
度
特
待
生
（
三
十
二
名
）

高
木
孝
太
郎

五
十
嵐
揆
一

須

賀

卯

夫

佐

藤

長

生

北

野

熊

雄

小
島

榛
葉
喜

一
郎

森

繁

式
三
十
分
前
入
場

各
科
に
於
て
訓
示
並
に
授
業
準
備
を
な
す
。

鈴
川
生
徒
主
事
よ
り
生
徒
心
得
の
注
意
あ
り
、
式
後

野
口

満

桑

原

宜

勇

今

二
夫

筒

井

茂

雄

並

木

哲

男

村

上

英

野
口

7
p
 

二
員

高
田

田
中

長
谷
川
信

也

西

野

英

二

谷

口

禰

壽

雄

鷹

尾

和

敏

竹

内

博

土

屋

一

勇

民
蔵

金
工
科
鍛
金
部
（
イ
ロ
ハ
順
）

鴨

江

芳

武

茂

介

高

田

錨
造
科
（
イ
ロ
ハ
順
）

欣
三
長
谷
川
八
十
吉

邦

夫

小

島

佐

吉

郎

漆
工
科
（
イ
ロ
ハ
順
）

周
平晃

廣
喜

石

橋

貞

治

江
波
戸
一
郎

圏
甕
師
範
科
（
イ
ロ
ハ
順
）

噌

郎

林

佐

門

正

規

誹

田

八

十

六甚
吉

諒一――

新
入
生
入
學
式

四
月
十
二
日
午
前
十
時
よ
り
本
校
大
講
堂
に
於
て
新
入
生
入
學
式
を
畢
行
し
た

り。

一
井

大
部

計 師

二

0

一
五
八

二
五

一
六
八

井
上

近
江

金
田

寺
井

直

次

佐

伯

保
彦

義
雄

漆錨鍛彫圏
金金

七

中
村

七

―
―
八

―
二六

一
四

一
八

三
六
七

―
二
八
一

ニ――一
八

三
六

―
一
六
六

八 八

内
田

橋
本

鹿

取

一

男

廣
瀬
英
五
郎

横

田

文

平

進

来

昇

五五五

三 五五

七

七
九

六
二

1
0七――

 
五

七

和
田

六
蔵

山
本

森
田

一
八

三
一

五〇

島
田
陽
次
郎

金
工
科
彫
金
部
（
イ
ロ
ハ
順
）

光

古

代

幸

三

赤

松

義

弘

下

暢

建塑塑木塑西
特選 特

五 〇 五

三口

二
0

一
六

ニ
八

四

宮
島

昌
男

末
田

利

西

四

四
七
四

四
三
七

四

1
0
•

四
0

三
•

O
O

-
．
六
七

-
．
六
〇

五
・
六

0

-
．
o
o
 

八
・
八
六

七

・
一
三

ニ

・
五
〇

-
．
六
七

-
．
六
三

ニ

・
ニ
五

一
三
•

四
四

六

・
九
四
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同 金
工
科
彫
金
部

同 同 同 圏
案
科

四

年

長

谷

川

昇

年

本

島

高

明

同

年
五
月
一
日

四
年

吉
村
幸

一
郎

學
術
研
究
ノ
為
香
川
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

名

唇

数

授

高

村

光

雲

四

年

押

野

芳

文

助

赦

授

田

邊

孝

次

年

室

井

正

孝

同

年

オ

田

健

治

同

年 年
四
年

五
年

五
年

二
年

三
年

三
年

四
年

五
年

一＿一年
―――年

四
年

五
年

二
年

三
年

五
年

二
年

藤
森
松
兵
術

東
山

新
吉

三

浦

文

治

小
田
谷
養
次

宮
川

泰
孝

鳥

羽

宗

雄

白
川

一
郎

安

部

義

行

安

郡

幹

雄

木

下

繁

堀

江

泰

夫

古

賀

勝

郎

古
川

順一――

水

野

忠

男

齋

藤

誠

一

高
木
鐵
之
介

石
川

恒
雄

小
林

謙

地
方
技
師

正
七
位

本
校
生
徒
奈
一艮
縣
修
學
旅
行
二
付
臨
時
宜
地
指
導
ヲ
隅
託
ス

年
同
月
二
十
一
日

學
術
宜
地
指
苺
ノ
為
京
都
大
阪
奈
一艮
三
重
二
府
二
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

往
復
共
十
日
問
ノ
事

年
同
月
三
十
日

同

同

松
垣

〔科

建
築
料

同

同

同 同彫
刻
科
木
彫
部

同 同

〇
職
員
辞
令

昭
和
五
年
四
月
九
日

同彫
刻
科
塑
造
部

學
校
近
事

同 同

同

同

同

西
洋
霊
科

同

同漆
工
科

同

錨
造
科

同

同

助

教

授

松

田

〔
二
九
ー

I

1 。

S
•

五
・

六
•

1
0
〕

五

年

内

藤

四

郎

四

年

秤

雄

吉

五

年

清

水

巖

三

年

新

村

撰

吉

四

年

鰤

〕

谷

茂

五

年

彼

谷

清

一

但

義
之

露
雄

岸

熊

吉

新
納
忠
之
介
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月
二
十
一
日
蹄
京
さ
る

0
鈴
川
〔
信
一
〕
主
事
四
月
十
六
日
出
焚
奈
―
艮
京
都
へ
出
張
生
徒
旅
行
園
に

0
六
角
〔
注
多
良
〕
数
授

0
正
木
〔
直
彦
〕
校
長

に
出
張
さ
れ
六
日
蹄
京
さ
る

0
岡
田
教
授
（
三
郎
助
氏
）
歌
洲
各
國
内
に
現
存
す
る
古
壁
甕
砧
究
の
目
的
に

て
臥
洲
に
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
約
六
ヶ
月
の
豫
定
に
て
四
月
十
九
日
東
京
出
登

同
月
二
十
四
日
神
戸
解
攪
の
鹿
島
丸
に
搭
乗
上
程
さ
れ
た
り
尚
数
授
夫
人

も
同
行
相
成
り
た
り

日
蹄
京
す

五
月
一
日
よ
り
和
歌
山
縣
滋
賀
縣
新
潟
縣
の
各
地
方

各
科
五
年
級
生
徒
の
春
季
修
學
旅
行
園
の
指
導
数

官
と
し
て
四
月
九
日
出
翌
奈
一艮
縣
各
地
及
和
歌
山
縣
高
野
山
等
へ
出
張
し
同

中
途
よ
り
参
加
し
六
角
数
授
と
交
代
し
て
其
後
の
指
埠
に
営
り
同
月
二
十
五

〇
職
員
僻
令

昭
和
五
年
五
月
二
十
二
日

0
筒
崎
〔
謙
斎
〕
書
記

學
校
近
事
〔
二
九
ー
三

。

S

・

五
・
七
•

五
〕

四
月
中
本
郷
謳
根
津
片
町
六
番
地
に
轄
居

を
携
へ
五
月
六
日
無
事
蹄
京
さ
れ
た
り

加
の
一
部
並
に
西
部
亜
細
亜
地
方
等
の
旅
程
を
歴
破
さ
れ
多
敷
の
蒐
集
資
料

昨
年
七
月
末
に
出
登
し
臥
洲
内
敷
ヶ
國
及
び
亜
弗
利

學
術
研
究
ノ
為
石
川
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス

数

授

但
往
復
共
五
日
間
ノ
事

島
田

佳
牟

同
學
術
研
究
ノ
為
京
都
府
大
阪
府
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
十
三
日

助

教

授

水

谷

武

彦

但
往
復
共
五
日
間
ノ
事

學
術
質
地
指
導
ノ
為
神
奈
川
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

同

同
帝
國
美
術
院
會
員
被
仰
付

年
同
月
七
日

内
閣

数

授

助
教
授

結

城

貞

松

小

泉

勝

雨

常

岡

文

編

但
往
復
共
一
日
間
ノ
事

0
小
林
〔
万
吾
〕
数
授

日
出
翌
渡
鮮
さ
る

0
田
邊
〔
孝
次
〕
、
小
泉

〔勝
爾
〕
雨
助
教
授
生
徒
修
學
圏
の
指
尊
数
官
と
し

て
四
月
九
日
出
焚
奈
艮
縣
京
都
府
及
和
歌
山
縣
へ
出
張
し
同
月
二
十
五
日
に

朝
鮮
美
術
展
覧
會
審
査
員
を
閲
託
さ
れ
四
月
二
十
七

蹄
京
す

〇
齋
藤
講
師
（
幸
睛
氏
）
並
に
羽
野
〔
禎
三
〕
助
手
宮
坂
〔
福
太
郎
〕
金
工
科

勤
務
古
宇
田
〔
正
雄
〕
會
計
掛
も
修
學
圏
引
率
の
為
め
四
月
九
日
よ
り
出
張

二
十
五
日
蹄
京
す

0
小
場
〔
恒
吉
〕
講
師
朝
鮮
継
督
府
よ
り
闊
託
せ
ら
れ
居
る
古
蹟
調
査
の
用

務
に
て
五
月
三
日
出
稜
渡
鮮
さ
れ
京
城
穂
督
府
に
て
事
務
打
合
の
上
平
安
南

道
江
西
郡
江
西
邑
に
滞
在
同
地
方
古
墳
の
壁
聾
摸
｛
島
の
作
業
に
従
事
せ
ら
る

4
由
滞
在
期
は
約
ニ
ヶ
月
な
り

0
松
田
〔
義
之
〕
助
数
授
松
垣
〔
露
雄
〕
助
数
授
と
共
に
閾
聾
師
範
科
三
年

生
の
修
學
圏
を
引
率
指
導
の
為
め
四
月
二
十
四
日
出
稜
京
都
大
阪
奈
＿艮
三
重

の
二
府
二
縣
に
出
張
し
五
月
三
日
蹄
京
す

0
青
山
〔
新
〕
助
教
授
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静
岡
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
十
四
日

學
術
研
究
ノ
為
京
都
府
大
阪
府
及
富
山
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

同 同
除
服
出
仕

年
同
月
十
三
日

教

授

矢

代

幸

雄

獨
逸
國
政
府
ョ
リ
繭
興
｀
ン
タ
ル
赤
十
字
第
二
等
名
餐
章
ヲ
受
領
シ
及
ヒ
侃
用

ス
ル
ヲ
允
許
セ
ラ
ル
賞
動
局

〇
職
員
辟
令

年
同
月
七
日

〔
二
九
ー
四
。
S
•

五
・

九
・

ニ
五
〕

但
往
復
共
二
日
間
ノ
事

但
往
復
共
一

数

授

津

田

信

夫

講

師

齋

藤

幸

晴

助

手

深

瀬

嘉

臣

除
服
出
仕

依
願
解
雇

臨
時
本
校
依
嘘
製
作
事
務
ヲ
嘱
託
ス

（
各
通
）

雇

富
田
族
治
郎

講

師

金

澤

庸

治

紳

崎

孝

作

玉

置

圭

大
蔵
省
ョ
リ
依
嘱
二
係
ル
議
院
建
築
装
飾
扉
製
作
握
任
ヲ
命
ス

講

師

鈴

木

清

同

大
蔵
省
ョ
リ
依
暖
二
係
ル
議
院
建
築
装
飾
扉
製
作
主
任
ヲ
命
ス

叙

正

五

位

宮

内
省

教

授

森

井

健

介

赦

昭
和
五
年
六
月
二
日

助
教
授

帝
國
美
術
院
附
濁
美
術
研
究
所
所
員
ヲ
嘱
託
ス
（
糀
理
部
勤
務
）

授

津

田

文
部
省

信
夫

青
山

田
中

喜
作新

學
校
近
事

数

帝
國
美
術
院
附
陽
美
術
研
究
所
所
員
ヲ
獨
託
ス
（
主
任
）

（

各

通

）

講

師

同
補
帝
國
美
術
院
附
蜀
美
術
研
究
所
主
事

年
同
月
三
十
日

同
英
吉
利
國
及
伊
太
利
國
ヲ
在
留
國
二
追
加
ス

年
同
月
二
十
八
日

文
部
省
在
外
研
究
員

助
教
授

文
部
省

同
本
校
漆
工
科
ノ
参
考
模
本
製
作
ヲ
隔
託
ス

年
同
月
廿
八
日

同
學
術
研
究
ノ
為
富
山
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
二
十
六
日

和

田

季

雄

助

赦

授

海

野

消

但
往
復
共
六
日
間
ノ
事

同 同
週
間
ノ
事

年
同
月
十
七
日

依
願
解
厘

年
同
月
二
十
日

文
部
省

授

矢

代

幸

雄

學

校

長

正

木

直

彦

雇

溝
ロ

＂ 
―-
＿艮

白

濱

洵
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同

年
同
月
八
日

日
間
ノ
事

本
校
生
徒
野
螢
演
習
二
付
静
岡
縣
富
士
裾
野
へ
出
張
ヲ
命
ス

本
校
生
徒
野
螢
演
習
二
付
静
岡
縣
富
士
裾
野
へ
出
張
ヲ
命
ス

雇

日
間
ノ
事

生
徒
主
事

生
徒
主
事
補

但
往
復
共
三

但
往
復
共
四

利
郡
房
太
郎

鈴
川

高
橋

吉
雄

同 同
帝
國
美
術
院
美
術
展
覧
會
審
査
員
被
仰
付

年
同
月
廿
二
日

年
八
月
十
二
日

叙
勲
一
一
等
授
瑞
賓
章

賞
動
局

依
啜
製
作
事
業
二
闊
・
ン
大
阪
市
へ
出
張
ヲ
命
ス

教

授

小

堀

鞘

―音

但
往
復
共
三
日
間
ノ
事

数

授

津

田

信

夫

内
閣

本
校
生
徒
野
螢
演
習
二
付
静
岡
縣
富
士
裾
野
へ
出
張
ヲ
命
ス

日
間
ノ
事（

各
通
）

信

同 助

教

授

海

野

浦

同

石
田

同

（
各
通
）

同 赦

授

佳
突

津

田

信

夫

清

水

編

蔵

但
往
復
共
四

同 同

島
田

同

萬
吾

信
夫

組
蔵

英
一

同
國
際
観
光
委
員
會
委
員
被
仰
付

年
同
月
四
日

数

授

六
角
注
多
一艮

小
林

津
田

清
水

同

同

年
七
月
一
日

内
閣

學

校

長

正

木

直

彦

東
京
美
術
學
校
服
務

陸

軍

歩

兵

少

佐

本
校
生
徒
野
螢
演
習
二
付
静
岡
縣
富
士
裾
野
へ
出
張
ヲ
嘱
託
ス

四
日
間
ノ
事

本
校
生
徒
野
螢
演
習
二
付
静
岡
縣
富
士
裾
野
へ
出
張
ヲ
命
ス

日
間
ノ
事

年
同
月
―
――
日

生
徒
主
事
補

本
校
生
徒
水
泳
状
況
視
察
ノ
為
紳
奈
川
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

日
間
ノ
事

年
同
月
廿
一
日

開
野
金
太
郎

同

講

師

齋

藤

幸

睛

但
往
復
共
四

帝
闘
美
術
院
會
員
被
仰
付

年
同
月
十
六
日

但
往
復
共

同

石
川

吉
郎

同
叙
動
四
等
授
瑞
賓
章

年
同
月
十
一
日

内
閣

賞
動
局

高

橋

吉

雄

但
往
復
共

教

授

松

岡

輝

夫

赦

授

沼

田

勇

次

郎
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近
衛
輻
重
兵
大
隊
へ
演
習
ノ
為
二
召
集
セ
ラ
ル

0
山
崎

〔覚
太
郎
〕
助
教
授
七
月
二
十
日
ョ
リ
同
廿
八
日
迄
富
山
、
石
川
、

七
月
二
十
日
ョ
リ
同
廿
八
日
迄
北
陸
地
方
へ
旅
行

秋
田
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス

0
坂
口
〔
純
〕
助
赦
授

〇
矢
代
〔
幸
雄
〕
教
授

〇
胄
山
〔
新
〕
助
教
授

（
従
前
揺
岡
縣
在
籍
）

0
杉
田
〔
精
二
〕
諧
師

揺
井
三
縣
下
へ
旅
行

0
金
澤
〔
庸
治
〕
講
師

六
月
中
市
外
淀
橋
町
角
筈
七
六
二
轄
居

七
月
中
荏
原
郡
大
井
町
金
子
山
六
ニ

―
六
二
轄
居

七
月
中
兵
庫
縣
神
戸
市
内
へ
本
籍
ヲ
移
轄
サ
レ
タ
リ

〇
常
岡
〔
文
亀
〕
助
赦
授

原
町
二
蹄
省
滞
在

0
久
米
〔
桂
一
郎
〕
教
授

七
月
十
一
日
ョ
リ
九
月
十
日
迄
暑
休
中
兵
庫
縣
柏

暑
休
中
静
岡
縣
田
方
郡
海
邊
三
津
へ
旅
行
滞
在

後
備
役
輻
重
兵
少
尉
ト
シ
テ
八
月

一
日
ョ
リ
三
週
間

0
羽
野
〔
禎
一
―
-
〕
助
手

0
筒
崎
〔
謙
斎
〕
書
記

會
計
事
務
協
議
會
二
出
席
ノ
為
メ
八
月
廿
一
日
出
稜
秋
田
市
二
赴
キ
同
月
舟

一
日
蹄
京
ス

居

秋
田
鎖
山
専
門
學
校
内
二
於
テ
開
會
ノ
直
轄
諸
學
校

八
月
中
本
郷
犀
駒
込
蓬
莱
町
四
十
八
瑞
泰
寺
内
二
轄

書

記

筒

崎

謙

齋

但
往
復
共
八
日
間
ノ
事

同
質
業
學
校
卒
業
程
度
椋
定
委
員
ヲ
闊
託
ス

年
同
月
廿
一
日

文
部
省

同
数
員
検
定
委
員
會
臨
時
委
員
被
免

年
同
月
十
八
日

0
田
邊
〔
孝
次
〕
助
教
授

轄
居

0
鈴
川
〔
信
一
〕
主
事
八
月
十
二
日
ョ
リ
廿
五
日
迄
千
葉
縣
興
津
町
二
旅
行

滞
在

0
島
田
〔
佳
突
〕
数
授
八
月
中
旬
ョ
リ
十
日
間
石
川
縣
地
方
へ
旅
行

0
松
岡
〔
輝
夫
〕
教
授
今
春
二
月
末
頃
歌
洲
へ
出
張
中
ノ
慮
蹄
途
北
米
二
立

寄
リ
九
月
六
日
午
後
六
時
横
濱
着
ノ
大
洋
丸
ニ
テ
無
事
蹄
朝
サ
ル

0
福
岡
〔
縫
太
郎
〕
助
手
白
耳
義
國
獨
立
百
年
記
念
ト
シ
テ
同
園
首
府
二
開

設
ノ
産
業
科
學
及
應
用
科
學
萬
國
博
覧
會
二
日
本
漆
工
會
ョ
リ
代
表
派
遣
者

ト
シ
テ
出
張
セ
、
ン
メ
ラ
ル

、
コ
ト
、
ナ
リ
六
月
廿
一
日
出
焚
セ

リ
蹄
京
ハ

九
月
末
ノ
豫
定

岡
田

0
西
田
〔
正
秋
〕
助
数
授

行

同

年
同
月
十
四
日

内
閣

数

授

森

井

健

介

数

授

助
教
授

講

師

鈴
川

松
田

信
一

義
之

起
作

タ
リ

0
田
邊
〔
至
〕
教
授

0
正
木
〔
直
彦
〕
校
長

八
月
一
日
ョ
リ
同
末
日
迄
長
野
縣
上
水
内
地
方
へ
旅
行

八
月
七
日
ョ
リ
同
二
十
日
迄
兵
庫
縣
下
へ
旅
行
サ
レ

八
月
七
日
ョ
リ
同
月
末
迄
開
西
及
九
州
地
方
へ
旅

八
月
初
二
南
葛
飾
郡
金
町
大
字
金
町

一
0
七
四
ヘ
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同

（
各
通
）

歌
洲
各
國
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
十
五
日

被
動
一
等
授
瑞
賓
章
（
賞
動
局
）

同 同

年
十
月
二
十
日

〔
文
章
欠
落
〕

但
往
復
共
四
日
間
ノ
事

年
十
月
十
一
日

依
陽
製
作
事
業
二
閥
、
ン
大
阪
市
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
三
十
日

助

教

授

常

岡

文

編

長
が
挺
進
し
て
此
の
光
榮
を
拝
享
せ
ら
る
4

に
至
り
た
る
次
第
な
り
尚
叉
本

助

教

授

小

泉

勝

爾

と
な
り

學

校

長

正

木

直

彦

助
赦
授

講

師

工
藝
部
各
科
二
課
ス
ル
塑
造
買
習
授
業
擦
任
兼
務
ヲ
命
ス

年
同
月
廿
二
日

學
術
研
究
ノ
為
富
山
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

教
授
六
角
注
多
＿
艮

但
往
復
共
三
日
間
ノ
事

講

師

鈴

木

清

但
往
復
共
一
週
間
ノ
事

學
術
研
究
ノ
為
静
岡
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

學
術
研
究
ノ
為
静
岡
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

0
森
井
〔
健
介
〕
教
授

定
委
員
を
嘘
託
せ
ら
る

正
木
〔
直
彦
〕
校
長
の
動
一
等
進
叙

正
木
校
長
は
多
年
の
勤
努
に
よ
り
十
月
十
五
日
動
一
等
に
進
叙
せ
ら
れ
瑞
賓
章

を
授
興
せ
ら
れ
た
り
裳
日
校
長
は
御
召
に
よ
り
参
内
し
濱
口

〔
雄
幸
〕
首
相

の
侍
立
に
て
畏
く
も
陛
下
よ
り
動
章
を
御
親
授
あ
ら
せ
ら
れ
た
り
と
承
は
る

洵
に
光
榮
至
極
の
こ
と
4
申
す
べ
し
動
一
等
を
賜
は
る
場
合
は
親
授
式
に

よ
る
内
規
な
る
も
種
々
の
御
都
合
上
に
て
親
授
式
を
行
は
る
4

は
稀
有
の
御
事

と
仄
聞
せ
り

八
月
十
八
日
付
文
部
省
よ
り
宜
業
學
校
卒
業
程
度
桧

叉
動
一
等
は
宮
中
席
次
に
て
第
一
階
に
班
す
る
こ
と
に
定
め
ら

れ
内
閣
各
大
臣
其
他
の
親
任
官
又
は
公
爵
及
従
一
位
の
方
々
と
同
列
さ
る
4

こ

現
在
東
西
雨
京
の
一帝
大
其
他
の
＿帝
大
穂
長
に
し
て
動
一
等
と
な
り
居

ら
る
4

は
北
海
道
―帝
大
穂
長
佐
藤
昌
介
氏
唯
一
人
の
み
に
て
此
外
の
輩
科
大
學

長
及
び
八
十
に
餘
れ
る
直
轄
諸
學
校
中
に
も
一
人
も
な
く
今
回
吾
校
の
正
木
校

教

授

矢

代

幸

雄

助

数

授

田

邊

孝

次

同 同 〇
職
員
辟
令

昭
和
五
年
九
月
二
十
日

（
各
通
）

高
村

杉
田

（
各
通
）

同
學
術
研
究
ノ
為
京
都
府
へ

出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
二
十
二
日

學
校
近
事

〔
二
九
ー
五
。S
•

五
・

十
一
・

一
五
〕

豊
周

精
二

授

佳

突

数

授

平

田

榮

二

但
往
復
共
三
日
間
ノ
事

助

教

授

三

浦

直

政

但
往
復
共
三
日
間
ノ
事

學
術
質
地
指
導
ノ
為
神
奈
川
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

数

島
田

但
往
復
共
一
日
間
ノ
事

助

教

授

西

田

正

秋

但
往
復
共
三
日
間
ノ
事
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同 〇
職
員
辟
令

叙
動
四
等
授
瑞
賓
章

學
術
研
究
ノ
為
京
都
府
奈
＿
艮
縣
兵
庫
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス

ノ
事

年
同
月
八
日

昭
和
五
年
十
一
月
六
日

學
校
近
事

賞
動
局

〔
二
九
ー
六
。
S
•

五
・

十
ニ
・

一
五
〕

校
に
て
は
十
一
月
四
日
學
校
創
立
記
念
式
を
例
年
の
通
り
畢
行
す
る
に
つ
き
此

の
佳
日
を
機
と
し
其
夕
刻
よ
り
職
員
一
同
上
野
精
蓑
軒
に
會
集
し
正
木
校
長
を

招
請
し
て
祝
賀
の
宴
を
開
催
し
た
り

雨
田
外
次
郎
氏

右
了
り
て
茶
菓
を
呈
し
た
り

但
往
復
共
一
週
間

講

師

鎌

倉

芳

太

郎

数

授

本
校
設
置
記
念
式
畢
行

十
一
月
四
日
（
火
曜
日
）
本
校
設
置
記
念
式
を
畢
行
し
た
り

の
如
し

一
、
午
前
十
時
第
一
琥
鐘
に
て
生
徒
一
同
大
講
堂
へ
参
集
著
席

一
、
第
二
琥
鐘
に
て
職
員
卒
業
生
大
講
堂
へ
参
集

一
、
學
校
長
式
僻

次
に
餘
興
に
移
る

一
、
音
架

ハ

ー

プ

演

奏

其
式
次
第
左

長
原
孝
太
郎

同 同

年
同
月
廿
七
日

大
蔵
省
ノ
依
閥
二
係
ル
帝
國
議
會
御
座
所
荘
飾
製
作
事
業
挽
任
ヲ
命
ス

同

澤
口

悟

講

師

吉

野

富

雄

（
各
通
）

同

山
崎
覺
太
郎

六
角
注
多
一艮

松

田

櫂

六

學
術
研
究
ノ
為
香
川
縣
及
愛
媛
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
廿
五
日

〔
次
号
に
よ
る
訂
正〕

〔
（
主
任
）
〕
数
授

助
数
授

数
授
六
角
注
多
＿
艮

但
往
復
共
一
週
間
ノ
事

校長室の正木直彦
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省 陸
叙
高
等
官
四
等

年
同
月
四
日

叙
正
五
位
（
十
二
月
一
日
付
）

東
京
美
術
學
校
雇
ヲ
命
ス
（
赦
務
掛
）

〇
矢
代
〔
幸
雄
〕
数
授
欧
洲
各
國
に
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
同
数
授
は
十
一

（
各
通
）

内
閣

萩

原

武

人

特
旨
ヲ
以
テ
位
一
級
追
陸
セ
ラ
ル

同

宮
内

数
務
上
ノ
都
合
二
依
リ
助
手
ヲ
解
ク

昭
和
五
年
十
二
月
一
日

同
六
級
俸
下
賜
文
部
省

同

故
赦
授

長
原
孝
太
郎

同

矢

代

幸

雄

同

清
水

数

授

同

大
島
勝
次
郎

津

田

信

夫
編
蔵

助

手
教

授

松

岡

輝

夫

伊
太
利
図
皇
帝
陛
下
ョ
リ
賂
典
｀
ン
タ
ル
「
コ
ン
マ
ン
ド
ー
ル

、
ク
ー
ロ
ン

ヌ
」
動
章
ヲ
受
領
、
ソ
及
ビ
侃
用
ス
ル
ヲ
允
許
七
ラ
ル
賞
動
局

年
同
月
三
十
日

福
岡
縫
太
郎

数

授

長

原

孝

太

郎

昭
和
五
年
度
文
部
省
視
學
委
員
ヲ
隅
託
ス

年
同
月
二
十
九
日

文
部
省 数

授

小

林

萬

吾

月
九
日
東
京
出
稜
西
比
利
亜
線
鰹
由
に
て
駄
洲
に
向
は
れ
た
り

ヶ
月
に
て
明
年
七
八
月
頃
蹄
朝
の
豫
定
な
り

0
岡
田
教
授
（
三
郎
助
氏
）
本
年
四
月
に
出
焚
し
渡
臥
中
の
娼
十
一
月
廿
六

日
蹄
朝
せ
ら
る

0
長
原
〔
孝
太
郎
〕
数
授
十
一
月
廿
六
日
自
宅
に
て
突
然
脳
溢
血
症
を
焚
し

卒
倒
さ
れ
、
療
養
に
手
を
盛
さ
れ
し
も
十
二
月
一
日
遂
に
長
逝
せ
ら
れ
た

り
、
因
に
同
教
授
は
元
治
元
年
二
月
十
六
日
美
濃
國
大
垣
馬
場
町
に
生
れ
、

明
治
十
一
＿
一
年
東
京
大
學
豫
備
門
入
學
、
同
十
五
年
同
校
退
學
後
は
、
専
ら
給

甕
の
修
業
を
志
し
て
同
十
六
年
故
小
山
正
太
郎
氏
に
就
き
洋
聾
を
學
ば
れ
、

同
廿
二
年
＿
帝
國
大
學
よ
り
理
科
大
學
雇
を
申
付
ら
れ
、
同
廿
三
年
に
は
理
科

大
學
助
手
に
任
ぜ
ら
る
、
更
に
同
廿
八
年
に
は
故
黒
田
清
輝
教
授
に
就
き
洋

聾
の
指
導
を
受
け
ら
れ
、
同
舟
一
年
に
は
東
京
美
術
學
校
助
教
授
を
兼
任
、

同
舟
二
年
に
は
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
て
東
京
美
術
學
校
助
教
授
専
任
と
な
り
、

次
い
で
大
正
三
年
十
月
第
八
回
文
郡
省
美
術
展
覧
會
に
は
西
洋
霊
題
残
雪
が

三
等
賞
、
同
四
年
十
月
第
九
回
文
部
省
美
術
展
覧
會
に
は
西
洋
霊
題
晩
春
が

二
等
賞
と
な
り
、
同
五
年
東
京
美
術
學
校
数
授
に
任
ぜ
ら
る
、
爾
来
本
邦
西

洋
聾
培
の
重
鎮
と
し
て
名
磐
愈
々
高
く
、
同
八
年
よ
り
は
帝
國
美
術
院
美
術

展
覧
會
審
査
委
員
と
し
て
毎
年
多
大
な
る
功
績
を
畢
げ
ら
れ
、
其
の
至
高
な

る
藝
風
は
亦
近
年
盆
々
光
輝
を
稜
す
る
に
至
り
た
る
に
、

急
に
今
日
忽
然
と

し
て
長
逝
せ
ら
れ
た
る
は
、
洵
に
悼
惜
の
至
に
堪
え
ざ
る
次
第
な
り
。

〇
常
岡
〔
文
亀
〕

助
教
授
下
谷
犀
上
野
櫻
木
町
三
六
へ
轄
居

0
谷
本
〔
千
代
雄
〕
書
記

〇
利
野
〔
禎
一
―
―
〕
助
手

荏
原
郡
入
新
井
町
字
不
入
斗
九
五
五
へ
轄
居

豊
多
岸
郡
大
久
保
町
西
大
久
保
二
七
一
へ
轄
居

0
松
田
助
数
授
（
櫂
六
氏
）
市
外
日
暮
里
町
渡
邊
町
一
四
四
へ
轄
居

期
間
は
九
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